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④シミュレータへ
入力し、人流を再現

人はどこから来て、どこへ行くのか？

多くの人が集まるスポーツイベント
等で人の流れをスムーズにすること
をめざした研究です。そのためには
事前や当日に誘導計画を策定するこ
とが重要な課題です。この展示では、
実世界の観測値を人流のシミュレー
ションに反映して、誘導計画策定に
活用する技術を紹介します。

実世界で定点観測した通過人数を基
に、経路ごとの人の流量を推定し、
正確に人流をシミュレーションでき
ます。さらに膨大な組み合わせの誘
導策の中から、シミュレーション上
で効率的に最適誘導策を探索するこ
とができます。昨年、実際のイベン
トで誘導計画の策定に活用しました。

混雑予測や適切な誘導策の導出によ
り、より安全で効率的にイベントを
開催することができるようになりま
す。来場者は安心して快適にイベン
トに参加できるようになります。自
動車の効率的なナビゲーションや、
店舗内での人流分析への応用展開も
可能です。
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Data assimilation and navigation learning for crowd

～人流データ同化と学習型誘導 ～
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⑥実世界で
誘導実施

①実世界で通過人数
を定点観測

③機械学習により
経路毎の人の
流量を推定
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⑤不測の事故などの多様な状況を
考慮したシミュレーションに
より最適誘導計画の策定を支援

人流を再現するシミュレータ用の
入力データを自動生成

②観測データを活用
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膨大な組み合わせの誘導策


